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小特集 技術者教育・継続教育をめぐる動きと技術者倫理

特 集 の 趣 旨

技術者教育は技術者の社会的地位の確保やグローバリゼーションのために不可欠となっており，大学などの高等教育機関におけ

る教育と，社会における継続教育の両面が必要とされてきています。農業土木分野においても，技術者教育プログラムの試行並び

に技術者継続教育制度の創設がなされました。このことにより，今後は技術者としての技術能力の維持と継続的な能力の向上が望

まれます。技術者教育ではさらに技術者倫理が必要とされてきています。この倫理に関する教育は技術者教育の中でも重要な役割

を占めていますが，これまではほとんど取組まれてきておらず，今後の展開が期待されます。

そこで本号では，技術者教育・継続教育をめぐる動きと技術者倫理についての小特集を企画いたしました。技術者教育プログラ

ムおよび技術者継続教育への取組みや今後の展望，技術者倫理教育に対する取組みについて，広く紹介します。

２． 農業土木技術者教育における評価基準

小泉 健

継続教育機構の評価委員会の幹事長として評価基準の作成に

あたっていることから，継続教育の評価基準および申請プログ

ラムの評価基準をとりまとめた。継続教育として評価される項

目は全体で６つの形があり，また，教育分野としては，それぞ

れ３つの分野に整理している。これらをもとに，CPD単位の
算定方法を示している。一方，プログラムの評価基準として

は，どのような内容で，どのような効果測定が行われているか

を基準を示して解説している。さらに，これらの基準をもとに

自己研鑽の方法やアウトカムズ評価のあり方についても言及し

た。

（農土誌７１―２，pp．１３～１７，２００３）
継続教育の評価基準，CPD，プログラム認定基準

３． 農業土木技術者の倫理規程の解説

広瀬 慎一

平成１４年６月号農業土木学会誌の巻頭に「農業土木技術者

の倫理規程」と「農業土木技術者の倫理規程について」が発表

された。筆者は農業土木学会の企画委員会に設けられた農業土

木技術者倫理検討小委員会の一員としてこの倫理規程づくりに

参画したので，その経緯と内容について解説する。まず，「倫

理」についてその意味を考えた後，「技術者倫理規程」の性格

をみる。次に「農業土木技術者の倫理規程制定の経緯」を紹介

する。前文と７項目からなる「倫理規程の内容」を逐条的に解

説し，最後に「倫理規程の対象者」の範囲について述べる。

（農土誌７１―２，pp．１９～２１，２００３）
技術者倫理，倫理規程，農業土木技術者，農業土木学会，

モラル，環境

１． 技術者教育をめぐる動向

田中 忠次

JABEEは１２～１３年度に審査・認定のための試行を行い，多
くの経験を持つことができた（なお，１３年度は一部で本格実

施も行われた）。今年度（平成１４年度）の本格実施を迎え，現在

確定している基準等の考え方を紹介する。世界の技術者教育の

潮流は，教えるべき内容を盛りだくさんにすることより，卒業

生がどれだけ基礎的能力を身に付けたか，すなわち，教育成果

“outcomes”が重視されるようになってきている。JABEEの基
準等は，このような世界の最新の動きを取入れて策定されてお

り，認定実施の経験を踏まえ，今後とも年ごとに改善されてい

くものである。本報では，技術者教育の動向，JABEEの学習・
教育目標，農業工学関連分野の分野別要件，審査員の研修，実

地審査の実施，今後の教育と課題―パラダイムシフト―などに

ついて JABEEの考え方を報告する。
（農土誌７１―２，pp．９～１２，２００３）

JABEE，学習・教育目標，分野別要件，審査員研修，

実地審査，自己点検書

４． 技術者倫理教育科目の授業計画

中野 芳輔

技術者倫理が一般の倫理と異なるのは，技術の専門知識のも

とに倫理を論じる点であろう。技術者倫理教育では，技術者が

具体的な倫理問題に直面したときにとるべき基本的態度を教育

目標としている。倫理に対する技術者個人の価値観は一定でな

く，意思決定における倫理的側面は複雑である。技術者倫理教

育科目としての講義では，法，道徳，倫理など基礎的な内容を

系統立てて教えると共に応用力を備えさせる指導が必要であ

る。応用力を養うために各教官は講義の中で専門分野に関連す

る倫理問題（Engineering Ethics Across the Curriculum）を
扱った事例を紹介することも必要と思われる。

（農土誌７１―２，pp．２３～２４，２００３）
技術者倫理，カリキュラム，講義形式，教材，講師



５． 技術者をめぐる動向と新潟大学農学部における教育の取組み

森井 俊広・豊田 勝

新潟大学農学部生産環境科学科では，２００１年度（平成１３年

度）に実施された組織改革に合わせて，その前年度に技術者の

育成を目指したカリキュラムとその運営体制の策定，並びに当

該年度には，日本技術者教育認定機構への試行審査申請を通し

て，技術者教育プログラムの立ち上げに向けた自己点検と問題

点の洗い出しに取組んだ。技術者教育プログラムの導入の必要

性を認識するに至った内発的，外発的な契機を整理するととも

に，技術者の育成を目指したカリキュラム策定と，その運用シ

ステムの立ち上げに向けた検討経緯を紹介した。併せて，日本

技術者教育認定基準に準じた自己点検と試行審査から得られた

成果，問題点，今後の課題等をまとめた。

（農土誌７１―２，pp．２５～２８，２００３）
技術者教育プログラム，日本技術者教育認定基準，学習・

教育目標，目標達成度の評価，教育改善システム

７． 農業土木技術者継続教育（研修）の事例

柏原 学・柵木 環・宮川 誠

農業工学技術研修は，昭和３１年から現在まで農業土木技術

者教育として実施してきたが，これまで効果的・計画的な研修

の実施のために，参加・体験型実習や事例研究検討発表会など

さまざまな研修形態を取入れてきた。また，今年度からは継続

教育としての素養を高めるための効果確認テストも実施してい

る。これら研修の企画から実施，評価について，一連の取組み

事例を紹介する。

（農土誌７１―２，pp．３３～３６，２００３）
農業土木技術，研修，継続教育

６． 農業土木技術者教育における倫理教育方法

柵木 環・小泉 健・柏原 学

継続教育にあたっては，技術者の倫理教育が重要とされてい

るが，具体的にどのような教育を行えば良いかは明確になって

いない。大学における倫理教育は科学技術論から説明するもの

が多く，日常に技術者としてさまざまな計画や設計，施工に係

わっている者にとっては，今一つ具体性にかけるのが現状と考

える。そこで，技術者倫理を教育するために，計画，設計，施

工という具体的な段階における倫理上の重要な事項を述べてい

る。さらに，倫理教育の取組むべき方法について言及した。

（農土誌７１―２，pp．２９～３２，２００３）
農業土木技術，技術者倫理，倫理教育，倫理観，水土の

知

８． 海外事業における農業土木技術者の役割

小林 稔昌

発展途上国への開発援助の中で，グローバリゼーションの中

での技術者倫理という切り口から，農業土木技術者の役割につ

いて，特にコンサルタンツの立場から述べた。技術者は，相手

国政府に対して技術的責任を果たすが，事業自体は地元住民の

ために実施される。この事業に対する説明責任は相手国政府が

持つ。この点から技術者は事業に対して，間接的な責任を持つ

が，環境問題や，相手国政府の技術的・経済的な自立を達成さ

せるには，非常に重要な役割を担っている。グローバリゼーショ

ンへの認識は，まだ十分理解されてはいないが，今後，技術者

や海外事業の関係者への教育や意識改革や体制づくりが早急に

望まれる。

（農土誌７１―２，pp．３７～４０，２００３）
海外事業，技術者倫理，継続教育，持続可能な開発

（報 文）

年降水量の統計的諸特性について

近森 邦英

NOAAの資料から世界の７０地点を選び年降水量の統計的特
性を調べた。正規分布および対数正規分布で近似できる地点は

それぞれ約５０％と３０％であった。MEMによる周期性検出
は，データが少ないため精度は良くないが，３０年前後が比較

的多く，白色雑音的変動を示す地点もいくつかあった。１０年

間移動変動係数による降水変動特性の変化の検出は，地点によ

り異なる結果を得た。トレンドも上昇，下降，水平とさまざま

であった。ヨーロッパの２００年以上データがある地点のトレン

ドは，全てほぼ水平であった。目的の一つである地球温暖化の

影響は，１９９０年以降のデータが無いため有意な結果は得られ

なかった。

（農土誌７１―２，pp．４５～５０，２００３）
年降水量，トレンド，分布形，周期性，変動係数，世界

の水資源

９． 海外における技術者教育

岡本 雅美

欧米先進国の，（資格）教育認定に関わる大学教育および継

続教育をカナダの事例を中心に紹介と論評した。特にその歴史

的社会的背景として，欧米のギルド的な同業者組合の組織と技

術を承継して展開したシステムであること，また，基準科学と

並んで技術（工学）的な諸科目と，「倫理」と「環境」などを

含む時代の要請に応えた教科目が重視されていることを紹介し

た。

（農土誌７１―２，pp．４１～４４，２００３）
技術者教育，継続教育，教育認定，技術者倫理，JABEE，

ABET，CEAB



複 写 さ れ る 方 に

本誌に掲載された著作物を複写したい方は，（社）日本複写権センターと包括複写許諾契約を締結されている企業の従業員以

外は，著作権者から複写権等の行使の委託を受けている次の団体から許諾を受けて下さい。著作物の転載・翻訳のような複写以

外の許諾は，直接農業土木学会へご連絡下さい。

〒１０７―００５２ 東京都港区赤坂９―６―４１ 乃木坂ビル

学術著作権協会（TEL：０３―３４７５―５６１８ FAX：０３―３４７５―５６１９） E-mail：kammori@msh．biglobe．ne．jp

（講 座）

農業土木技術者のための生き物調査（その６）

―爬虫類調査法―

門脇 正史

日本に生息する爬虫類はヘビ類・トカゲ類とカメ類で，これ

らは里地里山生態系の中でも重要な役割を演じているが，農地

の環境改変により，他の生物同様個対数が減少する等生物多様

性の低下が見られる。しかし，農地における爬虫類の生息状況

はほとんど把握されておらず，その生態調査の実施は急務であ

る。ヘビ・トカゲの調査はルートセンサスが基本であり，観察

した種を同定し個体数を記録する。カメの場合は，それに加え

てトラップによる捕獲調査を行う。これらのデータを分析し，

圃場整備が実施された水田と未整備の水田の爬虫類の生物多様

性を比較して，生態的特徴に配慮した圃場整備・農業土木技術

を創出することが必要である。

（農土誌７１―２，pp．６１～６５，２００３）
生物多様性，生態調査，圃場整備，爬虫類，同定，ルー

トセンサス


